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あ
金の価格

戦争などが起きると金が買われる「有事

の金」は基本原則ですが、ロシアがウクラ

イナ侵攻を始めた2022年 には、金価格は

下落 しました。また、株価が上がると金価

格は下がる逆相関がセオリーですが、ここ

最近は日米ともに株式が最高値を更新する

勢いにも関わらず、両者並んで上昇 してい

ます。なぜ金は高値を更新 しているのでしょ

うか。

金の価格の変動要因は需要と供給のバラ

ンスによります。金の需要要因は、宝飾品

需要や電気製品などの産業用としての需要

と現物投資の需要です。金の供給は、鉱山

の生産と個人や中央銀行などが保有する現

物の売却 (リ サイクル)があります。優良

な鉱山は掘
',つ

くされ、新たな鉱山権益を

獲得 しにくい鉱山会社は、生産コス トも増

すため生産量は頭打ちです。宝飾品、地金

などの形で積みあがった金の地上在庫は

21万 トンを超え、鉱山生産量の分だけ年々

増え続けますが、個人や中央銀行が売却せ

ず保有を継続すると、市場への供給にはな

らず高騰の要因となります。

短期的にみると、金価格が上がる要因は、

有事の金、株価下落時の金買い(株の代替)

以外には、 ドル安時の金買い(ドルの代替)

が考えられます。先に述べたウクライナ侵

攻時に金価格が下落 したのは、米国の利下

げ観測の広が
')が

ドル安観測に結びついて

金価格の追い風となって、有事の金の要因

を上回ったためと考えられます。金を取引

する際は、米 ドルの変動要因も把握 してお

くことが重要です。米 ドルと米金利は相関

関係にあ叩、一般的に米金利が上昇すれば

米 ドルも上昇、米金利が下落すれば米 ドル

も下落する傾向があ岬、つま
',、

米金利と

金は逆の動きをする関係にあることも必ず

把握 しておきたい指標です。長期的要因と

しては、 ドル資産から金買いへ新興国によ

る中央銀行の金買いも、経済成長とともに

続 くでしょう。

と

修 月)

了冒・元冒 了9冒・成入の冒

個) 月―― 火―――水 ―― 木 ― ―金 ―-0

国 税/給与所得者の扶養控除等申告書の提出

本年最初の給与支払日の前日

国 税/報酬、料金、地代、家賃等の支払調書の提出

1月 31日

国 税/源泉徴収票の交付、提出    1月 31日

国 税/12月 分源泉所得税の納付    1月 10日

(納期の特例を受けている事業所の7～ 12月

分
`よ

1月 20日 )

国 税/11月 決算法人の確定申告

(法人税・消費税等)      1月 31日

国 税/5月 決算法人の中間申告     1月 31日

国 税/2月 、5月 、8月 決算法人の消費税等の

中間申告 (年3回の場合)    1月 31日

地方税/固定資産税の償却資産に関する申告 二月31日

地方税/給与支払報告書の提出     1月 31日

労 務/労働保険料の納付 (第3期分)  1月 31日

(労働保険事務組合委託の場合2月 14日 まで)
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低い室温に要注意 !

現在、日本人の死亡は冬に多 く、「低い

室温」が死因の 1割 を占めています。在宅

中のリビングの温度は、意外にも北海道が

最も暖かく198度、最も寒かったのは香

川県で131度でした (国 土交通省スマート

ウェルネス住宅等推進事業結果より)。

また、冬季の死亡増加率は室温が高い北

海道が最も低 く10°/。、栃木県が最も高 く

250/O、 香川県で210/。 という結果です。北

海道や新潟県など寒冷地ほど断熱住宅が普

及 してお
'ジ

室内が暖かく、多くの都府県で

18度 を下回っています。

室内が寒 く、浴室や寝室の寒暖差によっ

て引き起こされるヒー トショックが、冬の

死亡原因の一つです。世界保健機構 (WHO)
は、寒さによる健康被害が出ないよう、室

内は18度以上にすることを強 く勧告 して

います。これから寒さが
'曽

してきますが、

健康を維持するためには、冬を暖かく過ご

すことは非常に重要なことです。

●

1月 号 ―-4

●

近 藤  猛

T791-8036
松 山市高 岡町 127番地 8
TEL 089-973-7577
FAX 089-973-7559

税 理 士

1月 の 税 務 と 労 務● ●

爛

‐６
タ
イ
プ
性
格
診
断

日
本
で
は
血
液
型
が
人
の
性
格
診

断
と
し
て
話
題
に
の
ぼ
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
欧
米
で
は

「
１６
タ
イ
プ

性
格
診
断
」
が
浸
透
し
て
お
り
、
最

近
、
日
本
で
も
若
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

中
心
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
Ｆ
ノ
手

段
と
し
て
流
行
し
て
い
ま
す
。

‐６
タ
イ
プ
性
格
診
断
で
は
、
４
つ

の
切
り
回
と
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
の
要
素

の
組
み
合
わ
せ
で
、
合
計
１６
種
類
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
自
分
の
認
知
パ
タ
ー

ン
を
理
解
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

対
人
関
係
の
改
善
、
キ
ャ
リ
ア
の
適

正
判
断
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
化
な

ど
に
役
立

つ
よ
う
設
計
さ
れ
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
組
織
開
発

な
ど
様

々
な
分
野
で
利
用
さ
れ
て

い

ま
す
。

簡
単
な

い
く

つ
か
の
質
問
に
、
同

意
す
る
か
し
な

い
か
７
段
階
で
選
ぶ

と
判
定
が
で
ま
す
。
自
分
だ
け
で
な

く
、
周
り
の
人
の
こ
と
を
深
く
知
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

委顧

●

イント税制改正の流れ
●

税制は経済社会の変化に姑応するため毎年

見直されます。その流れは、与党が年末にま

とめる与党税制改正大綱を踏まえた税制改正

の大綱が閣議に提出され、閣議決定すると財

務省 ,総務省作成の改正法案が国会に提出さ

れます。国会審議を経て法案が可決・成立す

.る と改正法に定められた日から施行されます。.



適
正
在
庫
と
は

適
正
在
庫
と
は
、
受
注
に
対
し
欠

品
を
出
さ
な
い
最
低
限
の
左
庫
数
を

設
定
す
る
こ
と
で
す
。

在
庫
数
は
、
少
な
す
ぎ
る
と
欠
品

に
な
り
、
せ
っ
か
く

の
販
売
機
会
を

損
失
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
、

在
庫
数
が
過
剰
に
な
る
と
、
不
良
在

庫
や
滞
留
在
庫
な
ど
、
廃
棄
す
る
在

庫
等
が
発
生
し
管
理

コ
ス
ト
が
か
か

り
、
企
業
の
資
金
繰
り
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
資
産
で
あ
る
在
庫
を

い
か
に
早
く
現
金
化
で
き
る
か
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
改
善

さ
れ
、

安
定
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

通
正
在
庫
と
混
同
さ
れ
や
す

い
の

が
安
全
在
庫
で
す
。
安
全
在
庫
と
は
、

久
品
を
防
ぐ
た
め
だ
け
の
下
限
在
庫

数
で
す
。
適
正
在
庫
は
こ
の
久
品
を

防
ぐ
安
全
在
庫
だ
け
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
過
剰
在
庫
を
防
ぐ
た
め
の

在
庫
数
の
上
限
を
も
設
定
し
ま
す
。

通
正
在
庫
を
維
持
す
る
メ
リ
ッ
ト

適
正
在
庫
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
に
は
、
次

の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

①
　
士用
上

。
利
益
の
確
保

中
在
庫
を

売
り
切
る
た
め
の
セ
ー
ル
や
値
引

き

の
た
め
の
準
備
や
宣
伝
な
ど
、

余
計
な
経
費
を
減
ら
す
。

②
　
管
理

コ
ス
ト
の
削
減

中
保
管
に

か
か
る
倉
庫
代
や
人
件
費
を
抑
え

Ｚ

Ｏ

。

③
　
廃
棄
の
削
減

中
セ
ー
ル
や
値
引

き
を
し
て
も
売
れ
な
い
場
合
に
商

品
は
廃
棄
と
な
り
ま
す
。
廃
棄
在

庫
は
元
々
の
仕
入
れ
価
格
が
無
臥

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
廃
棄
業
者

へ
の
費
用
、
廃
棄
作
業
の
人
件
費
、

保
管
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

④
　
顧
客
満
足
度
ア
ッ
プ

中
商
品

の

品
質
劣
化
を
防
ぎ
、
欠
品
を
出
さ

な
い
こ
と
は
売
上
の
機
会
損
失

の

回
避
と
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
納
品

で
き
る
状
態
は
顧
客

の
ニ
ー
ズ
に

す
ぐ
に
応
え
る
こ
と
で
、
企
業

の

信
頼
性
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、

需
要
の
変
動
に
よ
る
急
激
な
価
格

変
動
を
抑
え
る
こ
と
で
、
価
格
も

安
定
し
ま
す
。

③
　
生
産
性
の
向
上

一
在
庫

の
入
れ

替
え
、
倉
庫

の
後
ろ
に
あ
る
も
の

を
取
り
出
す
、
仮
置
き
し
た
も
の

を
移
動
さ
せ
る
、
在
庫
を
探
す
等
、

無
駄
な
在
庫
関
連
作
業

の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
で
、
現
場
作
業
の
効

・率
化
を
図
り
、
生
産
性
の
向
上
が

実
現
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
適
正
在
庫
を
維
持

す
る
こ
と
は
、
販
売
機
会
を
増
や
し

つ
つ
無
駄
な
コ
ス
ト
を
減
ら
し
、
結

果
、
企
業
の
利
益
を
最
大
化
で
き
る

の
で
す
。

適
正
在
庫
の
計
算
方
法

自
社
が
適
正
在
庫
を
保
て
て
い
る

か
を
判
断
す
る
１

つ
の
方
法
と
し

て
、
以
下
の
計
算
式
で
算
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◇
在
庫
回
転
率

在
庫
回
転
率
＝
年
間
売
上
高

■
平
均

在
庫
金
額

在
庫
回
転
期
間
＝
棚
卸
資
産
合
計

■

年
間
売
上
高

在
庫
回
転
率
と
は
、
１
年
間
に
在

庫
が
入
れ
替
わ

っ
た
回
数
を
示
す
数

値
で
す
。
た
と
え
ば
、
平
均
在
庫
金

額
が
１
０
０
０
万
円
で
年
間
売
上
高

が
５
０
０
０
万
円
の
場
合
、
在
庫
は

年
に
５
回
入
れ
替
わ
つ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

在
庫
回
転
期
間
は
、
倉
庫
資
産
が

完
全
に
入
れ
替
わ
る
ま
で
に
要
す
る

年
数
で
す
。
棚
卸
資
産
が
２
０
０
０

万
円
で
年
間
売
上
高
が
１
０
０
０
万

円
の
場
合
、
在
庫
が
入
れ
替
わ
る
ま

で
に
２
年
要
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

企
業
に
と
つ
て
在
庫
戦
略
は
持
続

的
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な

戦
略
で
す
。
適
正
在
庫
と
は
何
か
、

適
正
在
庫
を
維
持
す
る
目
的
、
計
算

方
法
や
維
持
す
る
方
法
を
み
て
み
ま

し
よ
つゝ
。

在
庫
回
転
数

の
数
値
が
大
き
く
、

回
転
期
間
の
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
流

動
性
が
高

い
、

つ
ま
り
、
在
庫
が
早

く
現
金
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
た
め
、
キ
ャ
ィ
ン
ュ
フ
ロ
ー

が
良

い
状
態
で
、
在
庫
が
適
正
と
い

え
ま
す
。

◇
交
叉
比
率

？
」
う
さ
ひ
り
つ
）

交
叉
比
率
と
は
、
本
当
に
在
庫
が

儲
か
っ
て
い
る
の
か
を
み
る
指
標
で

す
。
以
下
の
計
算
式
で
算
出
で
き
ま

す
。

交
叉
比
率
＝
在
庫
回
転
率

ｘ
粗
利
率

交
叉
比
率
は
、
在
庫
の
流
動
性
だ

け
で
な
く
粗
利
目
標
を
立
て
つ
つ
左

庫
回
転
率

の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
交
叉
比
率
は
高

い
方

が
効
率
が
よ
い
商
品
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
交
叉
比
率
を
利
用
し
て
適

正
在
庫
金
額
を
算
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

在
庫
回
転
率
＝
交
叉
比
率

■
粗
利
率

適
正
在
庫
金
額
醍
売
上
目
標
額

■
在

庫
回
転
率

交
叉
比
率
が
１
２
０
％
で
粗
利
率

が
‐２
％

の
場
合
、
在
庫

回
転
率

は

１０
％
と
な
り
ま
す
。
売
上
目
標
を
３

０
０
０
万
円
と
す
る
と
、
適
正
在
庫

金
額
は
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

適
正
在
庫
の
決
め
方

◎
１
年
間
の
平
均
在
庫
か
ら
計
算

在
庫
は
、
１
年
間
を
通
し
て
変
動

し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
季
節
商
品
で
あ
れ
ば
、
需
要

が

「
あ
る
時
期
」
と

「
な

い
時
期
」
で

は
保
管
さ
れ
る
在
庫
数
が
大
き
く
異

な
り
ま
す
。
適
正
在
庫
を
検
討
す
る

際
は
、
１
か
月
間
な
ど
短

い
期
間
で

は
な
く
、
最
低
で
も
１
年
間
の
在
庫

の
変
動
を
追
跡
し
平
均
在
庫
を
求
め

て
決
定
し
ま
し
き
つ
。

◎
売
上
目
標
値
か
ら
決
め
る

一
般
的
に
は
、
売
上
金
額
の
１０
％

以
下
が
適
正
な
在
庫
金
額
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
売
上
が
１

億
円
で
あ
れ
ば
、
目
標
は
１
０
０
０

万
円
以
下
が
適
正
在
庫
金
額
で
す
。

◎
企
業
と
し
て
の
在
庫
管
理
の
方
針

を
決
め
る

余
剰
在
庫
は
な
る
べ
く
減
ら
す
の

か
、
急
な
受
注
に
備
え
て
確
保
す
べ

き
か
、
在
庫
補
充
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

一
定
間
隔
な
の
か
在
庫
数
が
減
少
し

た
時
な
の
か
な
ど
、
部
門
に
よ
っ
て

も
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
企
業

内
で
目
標
を
共
有
し
在
庫
適
正
化
に

共
通
認
識
を
持

つ
こ
と
が
、
企
業
利

益
の
最
大
化
に
繋
が
り
ま
す
。

適
正
在
庫
を
維
持
す
る
方
法

適
正
在
庫
数
を
決
定
し
た
ら
、
そ

れ
を
維
持
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

◎
製
造
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
短
縮

リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
次

の
３
種
類
で

す
。

①
　
発
注
リ
ー
ド
タ
イ
ム

（部
品
等

の
調
達
に
要
す
る
時
間
）

②
　
製
造
リ
ー
ド
タ
イ
ム

（製
品

の

生
産
着
手
か
ら
完
成
ま
で
の
時
間
）

③
　
納
品
リ
ー
ド
タ
イ
ム

（商
品
や

製
品
を
顧
客
に
届
け
る
ま
で
の
時

間
）

発
注
リ
ー
ド
タ
イ
ム
や
納
品
リ
ー

ド
タ
イ
ム
も
短

い
方
が
望
ま
し
い
の

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他

社
の
手
を
介
す
る
た
め
自
社
の
工
夫

だ
け
で
は
困
難
で
す
。
ま
ず
は
製
造

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
製
造
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
短
く

で
き
れ
ば
、
発
注
か
ら
出
荷
ま
で
の

時
間
が
短
縮
し
、
抱
え
る
在
庫
量
は

少
な
く
な
り
ま
す
。

◎
発
注
方
式
を
見
直
す

左
庫

の
補
充
方
法
は
発
注
す
る
時

期
が
定
期
か
不
定
期
か
、
発
注
数
が

定
量
か
不
定
量
か
の
組
み
合
わ
せ
で

４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
　
定
期

・
定
量
発
注

中
決
ま

っ
た

時
期
に
決
ま
っ
た
量
を
発
注

②
　
不
定
期

・
定
量
発
注

一
在
庫
が

あ
る
数
量
を
下
回

っ
た
時

（発
注

占
゛
に
決
ま
っ
た
数
量
を
発
注

③
　
定
期

・
不
定
量
発
注

中
決
ま
っ

た
時
期
に
必
要
な
数
量
の
発
注

①
　
不
定
期

・
不
定
量
発
注

一
必
要

な
時
に
必
要
な
数
量
を
発
注

◎
需
要
予
測
を
立
て
る

需
要
予
測
と
は
、
統
計
デ
ー
タ
分

析
、
市
場

の
ト
レ
ン
ド
、
季
節
性
、

経
済
状
況
な
ど
多
様
な
要
因
を
考
慮

し
て
、
将
来
の
必
要
数
を
予
測
す
る

方
法

で
す
。
適
切
な
需
要
予
測

に

よ
っ
て
将
来

の
需
要
数
が
読
め
る
の

で
、
製
品
の
需
要
の
上
限
を
見
据
え

て
発
注
数
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

在
庫
戦
略
の
変
化

最
近
の
企
業
の
動
向
は
、
コ
ロ
ナ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
地
政
学
リ
ス
ク

の
影
響
な
ど
で
、
不
測
の
事
態
が
起

き
て
も
安
定
供
給
で
き
る
体
制
を
目

指
す
、
多
め
に
左
庫
を
持

つ
安
定
供

給
重
視

の
在
庫
戦
略
と
な
つ
て
い
ま

す
。　
一
度
設
定
す
れ
ば
終
わ
り
で
は

な
く
、
在
庫
水
準
が
適
正
か
ど
う
か
、

在
庫
分
析

の
実
施
を
定
期
的
に
見
直

す
こ
と
も
意
識
し
ま
し
き
つ
。
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